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１
、
昨
年
秋
に
実
施
し
た

《
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地
域
の
中
で
軽

し
て
、
今
後
に
向
け
て
検

用
づ
く
り
や
生
活
支
援
な

『
高
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者
生
活
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実
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度
の
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症
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発
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、
『
地
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て
い
く
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的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
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こ
と
で
夕
張
の
再
生
を
図

新
し
い
力
「
地
域
の
未
来
　
　
一

６
月
１２
日
、
定
例
議
会

ま
た
、
民
生
委
員
と
情
報
を

描
い
た
作
品
を
多
数
所
蔵

強
く
要
望
す
る
。　
　
　
　
で
夕
張
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力
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再
発
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し
、
総
合
的
な
文
化
力
も
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す
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つ
な
け
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、
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点
に
わ
た
っ
て
質
問
・提
案

事
業
に
取
り
組
ん
で

を
行
い
ま
し
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慣
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地
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と
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弁
の
概
要
を
掲
載
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心
し
て
暮
ら
す
た
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ま
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21日の本会議で本年度

一般会計補正予算案等を

審議し全会一致で終了し

ました。

夜間議会好評 !傍聴席が満席に

=市長の生の声聞けた=
第 2回定例市議会が開かれ、13日には午後 6時半から夜間議会が

行われました これはlF年 9月に行われ好評であったもので、今回も

傍聴席が満席になるほどの盛況となり、議会への市民の関じの高さ

を示しました.傍聴者の中にくまがい桂子後援会員も多数みられ「仕

事を終わってから駆けつけました。市長さんの生の声を聞いて、一緒

に頑張りたいと思いましたJと、感想を述べる会員もいました。
↑市民からの要望て、熊谷市議が

『身体に障害を持つ市民や、高齢の

市民が議会を湾聴する権不J庁舎を

使用する権利が侵害されている.早

急に改言の必要があるのではJと議

会で質問し、傍聴席への階段に手す

りが設置されました

し
』
や

地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
事
業
が
で
き
る
よ

う
、
こ
の
制
度
の
導
入
を

強
く
要
望
す
る
．
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木村けんじさんを目むお茶の間想談会

年金者組合第25ロタ張支部大会開催
6月 23日 、南幌温泉で第 25回年金者組含支部大
会が開催され、 56名が参力0し ました .
筒丼勇治執行委員長あいさつでは「最低保障年金制

度の確立 Jを めざすとりくみが重要であると訴えまし
た。

また、くまがい桂子議員は来賓あいさつで市の財政

再生計画は国や道の責任を求め期間短縮をはかる声

を大きくすること、医療費は諸外国では原貝J無料の事

例を示 しながら3き 下 ザの要求を していきま しょう
とよびかけました。

道本部紺谷書記長の来賓あいさつでは「夕張支部の

経験に学び、北海道 5000名 の組合にしたい Jと 決
意をのべるとともに激励しました。

鈴木夕張市長からメッセージが寄せられ、全文紹介

されました .

議事に入り経過報告、会計報告後、当面の活動方針

では「楽しみは元気の源であり、高齢者に見含った内

容を皆で見つけ出して取 り組もうJなどが提案され、
承認されました。
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す  説 の つ と が 国  ど補
で
に
公
的
年
金

の
給
付

が
減
額
さ
れ
て
い
る
の

に
　
さ
ら
に
消
費
税
の

る
密
室
政
治
は

や
め
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
ル
一語
り

合
わ
れ
ま
し
た
。

増

税

な

ど

も

つ

て

の

は

か
」
と

怒

り

の

声

が
出

さ

れ
ま

し
た
。

そ

し

て

「
民
自

公

に
よ

亀樹けたじ
`ん

を囲お

木
村

け
ん
じ

「
さ
わ
や
か
な
人
力
で
明
る
い
未
来
を
」

４
月

２２
日
、
一ユ
候
補
表
明
か
ら
ず
い
ぶ
ん
経
過
し
た
、
と
の
実
感
で
す
。
し
か

し
、
わ
ず
か
２
ヶ
月
の
経
過
で
す
。
生
活
の
変
化
・新
し
い
経
験
の
連
続
が
続
く

時
、
時
間
の
流
れ
を
実
際
よ
り
遅
く
感
じ
る
と
言
い
ま
す
。
私
に
当
て
は
ま
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
次
第
で
す
。

道
行
く

一
面
の
水
田
に
水
が
入
っ
て
、
田
植
え
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
り
、

一
面
の
菜
の
花
畑
の
真
盛
り
は
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
夏
本
番
へ
接
近
し
ま
す
。

季
節
の
移
ろ
い
は
激
し
く
、
あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
し
か
し
、
政
治
の
流
れ
は
人

力
で
変
わ
る
。
頑
張
ろ
う
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。
読
者
の
皆
さ
ん
、
身
体
を
労
り

つ
つ
頑
張
り
ま
し
き
つ
。

９
日
、
日
本
共
産
党
北
海
道
委
員
会
は
、
士心
位
利
夫
委
員
長
を
迎
え
て
札
幌

市
内
で
４
０
０
名
参
加
で
「
北
海
道
経
済
懇
談
会
」
を
開
き
、
私
も
参
加
し
ま

し
た
。
「消
書
税
に
頼
ら
な
い
提
言
」
賛
同
の
声
が
相
次
ぎ
、
日
本
共
産
党
の
国

づ
く
リ
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
か
さ
に
確
信
を
深
め
ま
し
た
。

経
済
懇
談
会
に
先
立
ち
、
口田
萌
苫
前
田
の
森
田
長
と
紙
参
議
院
議
員
・は

た
や
ま
利
也
道
政
策
委
員
長
と
の
懇
談
に
同
席
。
５
月
に
私
が
田
を
訪
間
し

た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
羽
幌
町
の
わ
が
党
の
金
本
田
議
が
連
絡
役
と
な
り
実

現
。
４２
機
で
９
万
人
、
石̈
見
沢
市
規
模
の
全
電
気
を
賄
え
る
風
力
発
電
を
実

現
し
て
い
る
風
薫
る
苫
前
町
の
さ
わ
や
か
さ
。

ま
た
、
現
在
、
全
国
で
累
計
１
０
０
万
戸
の
住
宅
に
ソ
ー
ラ
ー
発
電
普
及
で
、

発
電
量
は
原
発
２
機
分
の
２
５
０
万
Ｗ
と
の
こ
と
。

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
、
そ
の
担
い
手
で
あ
る
国
民
の
行
く
手
、
明
る

い
未
来
あ
り
で
す
。

「か
け
あ
る
記
」

日
本
共
産
党

北
海
道
十
区
政
策
委
員
長
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